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事業完了報告書 

 
提出⽇：２０２３年 ８⽉１８⽇ 

 
１．事業概要 
（１）資⾦分配団体名：特定⾮営利活動法⼈ひろしま NPO センター 
（２）事業名：中国 5 県休眠預⾦等活⽤コンソーシアム休眠預⾦活⽤事業 
（３）事業実施期間：2019 年 11 ⽉ 26 ⽇〜2023 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
（４）実⾏団体名：たすき株式会社、特定⾮営利活動法⼈⼦どもシェルターモモ 
 特定⾮営利活動法⼈湯来観光地域づくり公社、特定⾮営利活動法⼈ NPO 狩留家 
 
2．規程類の整備・運⽤実績 

いずれかにチェック☑をつけていただき、項⽬ごとの設問に回答してください。 
（１）事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ 完了  ／ ☐ 整備中 

→上記で「整備中」を選択した場合、整備できていない理由を記載してください。また、事業開始時と⽐較して、整備

状況が改善された点を記載してください。 

 

（２） 整備が完了した規程類を⾃団体の web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

☒  全て公開した  ／  ☐ ⼀部未公開  ／  ☐ 未公開 

→上記で「⼀部未公開」または「未公開」を選択した場合、その理由と公開予定⽇を記載してください。 

 

（３） 変更があった規程類に関して JANPIA に報告しましたか。 

þ 変更があり報告済  ／  ☐ 変更があったが未報告  ／  ☐ 変更はなかった 

→上記で「変更があったが未報告」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

 
 
3．ガバナンス・コンプライアンス体制の整備・運⽤実績 

いずれかにチェック☑をつけていただき、項⽬ごとの設問に回答してください。 
（１） 社員総会または評議員会、理事会は、規程類の定めるとおりに開催されていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 
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（２） 内部通報制度は整備されていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「はい」を選択した場合、設置⽅法を以下から選んでください。（複数選択可） 

þ 内部に窓⼝を設置 ／  ☐ 外部に窓⼝を設置 ／  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

（３） 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ  

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

（４） 関連する規程類や資⾦提供契約の定めるとおりに情報公開を⾏っていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

（５） コンプライアンス委員会を設置していましたか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

（６） ガバナンス・コンプライアンス体制の整備や強化施策を検討・実施しましたか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→【任意】上記で「はい」を選択した場合、どのような検討・実施をしたか事例を記載してください。 

 

（７） 団体の決算書類に対する会計監査はどのように実施しましたか。本事業の最終年度の状況を選
択してください。（実施予定の場合を含む） 

☐ 外部監査  ／ þ 内部監査   ※（複数選択可） 

→上記で外部監査／内部監査を選択した場合、その実施者/実施時期を記載してください。 

当センター監事による監査/2023 年 6 ⽉ 2 ⽇ 

 

（８） 本事業に対して、国や地⽅公共団体からの補助⾦・助成⾦等を申請、または受領していますか。 

☐ はい ／  þ いいえ 
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4．広報実績 
いずれかにチェック☑をつけていただき、設問に回答してください。 

（１）シンボルマークの活⽤状況 
þ ⾃団体のウェブサイトで表⽰している ／ þ 広報制作物に表⽰している 
þ 報告書に表⽰している        ／ þ イベント実施時に表⽰している 
☐ その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください 
（⾃由記述）： 
 

 
  最終年度の広報実績について記載してください。 

広報種類 有無 内容 
メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・

雑誌・WEB 等） 
無  

広報制作物等 有 公募時チラシ等 
報告書等 有 中国 5 休眠預⾦等活⽤コンソーシアム休眠預⾦活⽤事業 

報告書 
 
5．実⾏団体への事業完了時監査 

いずれかにチェック☑をつけていただき、項⽬ごとの設問に回答してください。 
実⾏団体への事業完了時監査は実施しましたか。 

☐ 実施済み ／ þ 実施予定（完了予定時期：2023 年 9 ⽉頃） 

→上記で「実施済み」を選択した場合、どのような評価できる点や課題があったか、その他気づいた点
などを記載してください。 
 

 
6．その他（本助成を通じて組織として強化された事項や新たに認識した課題、今後の対応
/あればよいと思う⽀援や改善を求めたい事項など、⾃由にご記載ください。） 
コンソーシアムによる事業実施を通じて、各組織との連携（県境をまたいだ課題の共有、⽀援など）が
さらに強化された。 
同じテーマや分野であっても、地域、団体が異なると⽣じる課題が異なるということを再認識した。同
様に⽀援者によっても捉え⽅が多様であることにも気づいた。 
共通する部分については情報共有や合同研修等を通じて認識を重ね、⼀⽅で独⾃性が求められる部分
については画⼀的な押し付けの⽀援にならないよう、その個性を柔軟に補い合うことが必要だと感じ
ている。 
引き続き、資⾦分配団体の横のつながり（業務改善 PT等）を JANPIA には期待しています。 
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【添付資料】 
 活動の様⼦がわかる写真 ５枚程度 
 JANPIA の事業報告書や WEBサイト、SNS等で公開可能な写真を５枚程度（1枚 2MB 以下）ご提出

ください。（肖像権・著作権に⼗分にご注意ください。） 
それぞれどんな場⾯の写真なのか、1枚あたり 50字から 200字程度で説明を記載していただきますよ
うお願いいたします。 
 
①作成した報告書の表紙 

 
写真は左上から NPO 法⼈湯来観光地域づくり公社（本事業を通じてブラッシュアップしたシャワーク

ライミングの様⼦）、たすき株式会社（本事業を通じて古⺠家を整備し、シェアオフィスや地域の拠点と
なっている。）、NPO 狩留家（本事業を通じて整備した狩留家なすの集荷センター）、NPO 法⼈⼦どもシ
ェルターモモ（本事業を通じて整備した拠点の様⼦。フードバンク岡⼭や企業から寄付される⾷材を利
⽤してお弁当を利⽤者に配布。） 
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②たすき株式会社 

 
2階建ての空き家を改修し、1回にコワーキングスペースとシェアキッチン、2階には個室オフィスと
ゲストハウスをオープン。写真は地域の⼈々のがスペースを利⽤して「やってみよう」イベントを実施し
ている⾵景。 

 
③NPO 法⼈⼦どもシェルターモモ 

 
約 1 年をかけて探し、購⼊した物件の様⼦。作業療法⼠のアドバイスを受けて改修⼯事・整備を⾏っ

た。お弁当作りもできる⼤き⽬のキッチン、交流スペース、相談スペースやしぇあるーむなどがある。 
 
④NPO 法⼈湯来観光地域づくり公社 

 
地域資源を⽣かした観光振興と地域振興に関する事業を実施。その⼀環として湯来町の豊かな⾃然を
⽣かしたシャワークライミングやサイクリングアクティビティを整備した。 
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⑤NPO 法⼈ NPO 狩留家 

 
地域の特産品として磨きをかけている狩留家なすの⽣産⾵景。猛暑や多⾬などの気候とも戦いながら、
順調に⽣産量を伸ばしている。6次産業化にも取り組み、地元の⼤学や企業と連携して商品開発にも取り
組んでいる。 

 
⑥事後評価会 

 
当コンソの取組について、外部専⾨家 4名を招き、評価をいただいた。 
・多摩⼤学社会的投資研究所 客員教授・主任研究員 ⼩林⽴明⽒ 
・中国労働⾦庫営業統括部 営業企画課⻑ 児⽟武雄⽒ 
・認定 NPO 法⼈茨城 NPO センター・コモンズ 常務理事・事務局⻑ ⼤野覚⽒ 
・NPO 法⼈ ETIC. 事業本部 広報・寄付担当/コーディネーター ⽊村静⽒ 
 
 

※ご提出をもって JANPIA での使⽤にご了承いただいたこととし、使⽤時に改めて確認はいたしま
せんので、ご承知のうえ、使⽤に差⽀えのない写真（使⽤許可をとった写真や個⼈が特定される写
真を避ける等）を選んでいただきますようお願いいたします。 


